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K-S1 とアドブルーの併用について 

 
１、アドブルー噴射装置（装置名：尿素 SCR） 

現在ディーゼルエンジン搭載車は、コモンレール式燃料噴射装置が採用され、その後排出ガス

浄化のために、PM（黒煙）を除去する DPF 装置（ディーゼル微粒子捕集フィルター）が組み合

わせられ、その後さらに規制が強化されると、NOx（窒素酸化物）を浄化するため、主に尿素

SCR が組み合わされることとなった。一般的に①建設機械では 4 次規制以降、②道路車両ではダ

ンプ、トラック、バスが、③乗用車タイプでは、ハイエース、プラド、ベンツ(各一部車種)がこ

のシステムをすでに実用化させている。 

 

図 DPF＋尿素 SCRシステム 

 

 

 

 

図に示す通り、燃料+Ｋ-Ｓ1 がエンジンで燃焼され、発生する排出ガスの PM を DPF により

削減、その後 NOx 量をマフラー内 NOx センサーが検知、NOx 排出量に応じ制御された量の尿

素（アドブルー）を噴出し、無害な N2（窒素）と H2O（水）になりマフラーから排出される。 

従って、K-S1 は燃料としてエンジンに直接作用するものであり、その後発生した排出ガスに

作用する尿素 SCRとは作用点が全く異なるため、互いへの干渉はなく併用する事に問題は無い。 

また実現場での K-S1 使用機械とアドブルー併用実績は、NETIS 登録後（2010 年）より多数

存在し、現在も使用が続いているが、故障や不具合などの報告は一切無い。         

       

2、アドブルー消費量の削減について 

K-S1 使用機械排出ガス測定により、多数実証された NOx 削減率から、K-S1 との併用による

アドブルー消費量も削減効果があると考えられ、今後 K-S1 併用によるアドブルー使用量データ

の収集を課題とする。 

 

                                以上 

NOx が最終的に N2, H2O になり 

マフラーから排出される 
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Ｋ-Ｓ1作用点 

 

 

 

 

 

 

 

アドブルー作用点 


